













































































がまだ妖婦としての頭角を現し おらず 譲治と休日に活動を見に行く時などに身につけている帯の素材として出てくるが、この部分について杉本紀子氏はメリンスが「日本の庶民の着る和服の素材」であり、メリンスを身につけている頃のナオミが譲治の眼には「ちょっと目についた貧しい少女」というふうに映っていることを指摘し 。
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10『中央公論』 ） 、 『痴人
の愛』 などが挙げられる。ここでは特に と 『痴人の愛』を取り上げて、谷崎作品における「顔」の機能について論じていく。　「富美子の足」は表題通り富美子の足が精緻に描写されているのだが、ここで注目したい は足と同様富美子の顔の造作についても細かく描かれている点である。語り手である宇之吉は「出来るだけ精しくこの女 顔を描写しないでは居られないのです」と言い、顔というも を克明 描写してい 。今仮に富美子 鼻の描写だけ引用してみる。
それから鼻の形にしても、高い、筋の通つた、好い鼻つきではあるけれど、此れも決して欠点がない事はありません。と云ふ は、先の方の尖った部分に少し肉

















































じを抱く。しかし譲治に引き取られ、大森に移り住んでからナオミは次第に快活になっていく。譲治が最初に悧巧さを感じた暗さ なくなるが、代わりに「獅子ツ鼻の先を、ちよいとしやく」る笑い方に悧巧さを感じることになる。ナオミ 教育している時の譲治は彼女が悧巧であることを信じて疑わないため、仮に最初悧巧さを感じた暗さがなくなってもすぐにまた違う部分に悧巧さを感じ取る。こ にはナオミが実際に悧巧であるか否か 関わらず、譲治が自分の主観によってナオミを解釈しようとす 眼差し 存在している。　
譲治がナオミと出会ってから大森に移り住み、ナオミを





































ている一方で、村民には巴里子の顔というのは注目されていない。巴里子が女優であったことを考えるとそれはいささか不自然に思える。女優とい のは多少なりとも顔が流通する存在だからである。一般的に人は他者を認識するとき顔を用いる。巴里子が女優であることはおそらく村民たちに巴里子の顔で以て確認されたはずである それにも関わらず巴里子の顔は村民 とって意味をもたない。 の理由を考えるために、 「阪急電車」と「歌劇女優」とい 語に着目したい。　
阪急電車（旧箕面有馬電気軌道）といって想起されるの












































彼は安眠が出来なかつた。 （中略）第二に彼は、それを密かに解体して、 部分々々を、 徐々に、 少しづゝ、 粉々に砕いてしまふか、或は捨てゝしまはうと思つた。実際彼はさうしようと 或る時床下からその荷物を取り出し、行李の蓋を開けたのであつたが 彼にはとても、その人形の顔を正視 、それに手を触れる勇気がなかつた。彼は何よりもそこから発する香水の匂ひを怖れた。それはコティーのパリスであつて、死んだ女の体臭と云 てもいゝくらゐ、彼女に特有な匂ひであつた。その人形を粉々 するに 、もう一度彼女を殺す胆力を要した。
　
巴里子の顔は富美子やナオミとは異なり断片化されるこ
となく「顔」として表出する。小栗はそれを宇之吉や譲治のようにモノとして見ることが出来ず、巴里子の顔として見てしまう。 そのような巴里子の顔、 「まとまりを持った顔」を小栗は恐れる。 こには顔が持つ見る側への象徴性が表れている。顔は断片ではなくまとまりとして現れる時、見る側に対する意味を獲得するのだ。　
この顔のもつ強迫性というのはクリップン事件と比較し
てみるとより鮮明に浮かび上がってくる クリップン事件において巴里子人形に相当するのは地下室の床に隠されたコーラの肉塊である。この肉塊 手足と 両方 切 離












れることにな 。 『春琴抄』 （昭
8・
6『中央公論』 ）で春






































































































































































月）で『アヹ・マリア』においてエモリの愛着がマリアの面影が残っているソフィアの顔ではなく足に向けられていることから 「顔に人間の中心を感じるのが通常の者の心性であるとすれば、ここではソフィアの人格もまた無視されて り、その部分にしかすぎないものが愛着の対象となっている」としており、巴里子にも同様のことが言えるだろう 考えられ 。
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